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研究分野：医歯薬学 
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運動パフォーマンス 
 
１．研究計画の概要 
大動脈弓狭窄誘発性心不全モデルラットの

心臓は左室肥厚性肥大心であり、筋小胞体カ
ルシウムポンプ（SERCA2a）のmRNAおよび蛋
白の発現は低下している。これが主原因で左
室の収縮/拡張不全を引き起こすことが知られ
ている。本研究は、この心不全モデルラットの
心臓に SERCA2a 遺伝子を in vivo 導入するこ
とで、不全心の心機能を改善させると同時に、
不全心ラットの運動パフォーマンスが、健常レ
ベルに回復するかどうか、について明らかにす
ることを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 大動脈弓狭窄誘発性心不全モデルラットにお
いて大動脈弓狭窄期間と心機能（機械的機能と
エネルギー学的機能）との関連について調べて
みた結果、機械的機能とエネルギー学的機能
の両面からみた不全心を引き起こすためには、
大動脈弓狭窄期間は半年以上必要であること
が判明した。大動脈弓狭窄誘発性心不全モデ
ルラット 12匹およびシャム手術ラット 8匹を作製
し、術後２ヶ月、４ヶ月、６ヶ月で心拍数、血圧
(最大血圧、最小血圧)、自発的運動量を測定し
た。術後２ヶ月と４ヶ月において、心不全モデル
ラットとシャム手術ラットの心拍数、血圧、自発
的運動量は、ほぼ同じ値であり有意な差が認め
られなかった。しかし、術後６ヶ月での最大血圧
は、シャム手術ラットに比較して心不全モデルラ
ットでは、有意に低下していた。心不全モデルラ
ットの自発的運動量は減尐傾向にあるものの、
シャム手術ラットとの差は認められなかった。現
在、両ラットは、術後９ヶ月に達しているので、
再度、心拍数、血圧(最大血圧、最小血圧)、自
発的運動量を測定している。 

 

３．現在までの達成度 
 ➂やや遅れている 
 理由：初年度において、研究代表者が研究機
関を変えたため、本研究のための研究環境（実
験室および動物実験室）を整備することに時間
を費やしたため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 畿央大学においてウィルスの使用が許可され
るには、ハードとソフトの両面の整備が必要で
あり、今年度内は困難である。そのため、奈良
県立医大における遺伝子導入実験を計画して
いる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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